
やめよ!
徳山ダム建設中止を求める会通信

11.10.13
事 務 局  丁EL/FAX 0584「 78‐4119
大垣市田町 1-20… 1  近藤方

長良川河口堰開門の早期実現を
前号でお伝えした愛知県 「長良川河 口堰検証」プロジェク トチーム (PT)は 、その下に専
門委員会を設置 し (7月 14日 設置 )、 その専門委員会が 「開門調査Jの打ち出した PTへ の
報告書案を作成 して、現在パブリックコメン トを募集 しています (10月 23日 まで )。 PT
が愛知県知事に出す最終報告書はもう少 し先にな りますが、 PT構成メンバーの顔ぶれからし
ても、開門調査という方向性でまとまるものと思われます。

しかし、河 口堰の管理権限をもつ水資源機構 と国交省中部地整は一貫してこの検証に対 して

否定的な態度をとっています。また二重県知事は開門に否定的な発言をしてお り、岐阜県議会

も開門調査を牽制する決議をあげています。開門実現には幾多のハー ドルが予想 されます。

ハー ドルを越えるべく、昨年名古屋市で開催 された生物多様性 COP10で 動いた市民の方
々とも共同して、シンポジウムを開催することとな りました。

シンポジウム よみがえれ長良川 ! よみがえれ伊勢湾 !

～ 長良川河 口堰開門 と生物多様性  ～
と き :2011年 12月 10日 (土)1380～ 1730(開 場 13●0)
ところ :名 古屋市・伏見ライフプラザ  競城ホール   (定 員 780名 )

主 催 :「よみがえれ長良川 ! よみがえれ伊勢湾 :」実行委員会 (代表 大沼淳一)
内 容 :挨拶 大村秀章 。愛知県知事、河村たかし。名古屋市長  (要請中)
トーク&ハーモニカ「長良川への想い」(仮) 野田知佑さん (カヌーイスト・作家)
パネルディスカッション「長良川河口堰開門と生物多様性」

蔵治光一郎さん (東京大学生態水文学研究所長・准教授)

向井貴彦さん (岐阜大学地域科学部准教授)

亀井浩次さん (藤前干潟を守る会)

(コーディネータ 大沼淳一さん)

<シンポジウムヘの協力お願い>

協賛団体になって下さい →ホームページ及び当日プログラムに協賛団体名を載せます。
できればカンパをお願いします →カンパ振込先  ゆうちょ銀行
日座名義  「よみがえれ長良川 よみがえれ伊勢湾」実行委員会
記号 12120 番号 67353651

(ゆ うちょ以外の金融機関か ら振 り込む場合) 店名 218(読 みニイチハチ )
店番 =218 預金種 目=普通預金  口座番号 =6735365

8/20-21恒 例 :徳山村キャンプ、残念ながら雨のため中止しました
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長年の

塩害に

辰
鷹
は
特
剛
す
立
力
幸
欺
時
暉
副
師
肛
嘩
イ
謝
デ
鋼
謹
ぼ
鍛

月
発
足
。
下
部
組
織
の
専
門
委
員
会
で
利
水
、
塩
害
、
環
境

な
ど
の
分
野
ご
と
に
河
回
堰
の
効
果
と
影
響
、
開
門
で
予

想
さ
れ
る
変
化
を
検
証
し
て
き
た
。
９
月
、
専
門
委
が
ま
と

め
た
報
告
書
案
で
は

「
開
門
調
査
が

『環
境
復
元
』
に
な
る

可
能
性
が
極
め
て
高
い
」
と
し
て
、
「
５
年
以
上
」
の
実
施

を
提
案
。
塩
分
の
混
入
が
想
定
さ
れ
る
利
水
分
は
、
既
存
の

水
源
で
ほ
ぼ
代
替
可
能
と
す
る
。
現
在
、
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｃ
司
能
性
は
低
い
と
の
見
方
も

あ
る
が
、
専
門
委
員
を
務
め
る

岐
阜
大
学
の
藤
田
裕

一
郎
流
域

圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は

「河
道
は
堰
建
設
前
よ
り
か
な

く
末
を
握
る
河
口
堰
問
題
が
再

燃
し
つ
つ
あ
る
今
、
県
に
は
当

事
者
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に

議
論
の
場
を
創
出
す
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
。

「清
流
」の
未
来
へ
熟
議
不
可
欠

報
告
書
は
堰
が
開
放
さ

れ
れ
ば
、
下
流
で
問
題
と

な

っ
て
い
る
貧
酸
素
状
態

の
改
善
や
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

の
分
布
範
囲
の
拡
大
が
予

測
さ
れ
る
な
ど
、
「
環
境

長
良
川
河
口
堰

（
ぜ
き
）

の
開
門
調
査
に
関
す
る
、
愛

知
県
有
識
者
会
議
の
専
門
委

員
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
の

要
旨
は
次
の
通
り
。

【検
証

・
環
境
】

堰
上
下
流
部
で
汽
水
性
の

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
絶
滅
、
減

少
。
ア
ユ
の
減
少
と
堰
の
運

用
と
の
因
果
関
係
を
否
定
す

る
見
解
は
認
め
ら
れ
な
い
。

汽
水
性
魚
類
と
回
遊
魚
類
へ

の
影
響
は
顕
著
。

【検
証

・
利
水
】

河
口
堰
の
開
発
水
量
の
う

ち
、
水
利
権
が
設
定
さ
れ
使

用
さ
れ
て
い
る
の
は
１６
％
に

す
ぎ
な
い
。
運
用
か
ら
１６
年

が
経
過
す
る
中
で
、
明
ら
か

ト
シ
ジ
ミ
は
堰
上
下
流
で
分

布
範
囲
が
拡
大
し
、
天
然
更

新
も
回
復
。
ア
ユ
は
稚
魚
の

遡
上

（そ
じ
ょ
う
）
環
境
や

産
卵
場
の
状
態
な
ど
が
改

す
る
塩
水
に
対
す
る
対
策
が

必
要
で
、
代
替
水
源
の
確
保

が
第

一
。
候
補
と
し
て
岩
屋

ダ
ム

（岐
阜
県
）
の
水
を
考

え
る
。
【ど
の
よ
う
に
開
門
す
る

か
】長
良
川
用
水
に
農
業
用
水

基
準
を
超
え
る
塩
分
が
流
入

す
る
危
険
性
が
あ
る
と
き
の

み
堰
を
閉
鎖
し
、原
則
開
放
。

開
放
期
間
は
少
な
く
と
も
５

年
以
上
、
季
節
ご
と
に
変
化

す
る
環
境
変
化
の
全
過
程
、

河
口
堰
の
運
用
に
よ
り
深
刻

な
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
る
生
物
の
全
生
活
史
に
つ

い
て
の
観
察
を
要
す
る
。

【開
門
し
て
何
を
調
査
す

る
か
】
調
査
項
目
は
治
水
、利
水
、

塩
害
、
環
境
。
河
川
や
施
設

管
理
者
、
関
係
自
治
体
を
中

心
に
、
広
く
漁
業
関
係
者
や

県
民
、
市
民
が
参
加
で
き
る

「長
良
川
河
口
堰
開
門
調
査

協
議
機
関

（
仮
称
と

の
設

置
を
提
言
す
る
。

に
水
余
り
と
言
え
る
。

【開
門
調
査
の
実
現
に
向

け
て
】
最
も
深
刻
な

堰
下
流
の

貧
酸
素
状
態
は

解
消
さ
れ

る
可
能
性
が
大
き
い
。
ヤ
マ

善
。激
減
し
た
ョ
シ
群
落
は
、

生
存
株
に
よ
る
回
復
が
あ

る
。取
水
口
が
堰
の
直
上
流
に

あ
る
長
良
導
水
な
ど
に
つ
い

て
は
、
開
門
に
よ
っ
て
遡
上

←  2011.o9.22 岐阜新聞

2011.lo.o9 岐阜新聞  →

長良川河口堰

愛
知
県
専
門
委
が
報
告
書

長
良
川
河
回
堰
（
ぜ
き
）＝
二
重
県
桑
名
市
＝
の

開
門
調
査
の
可
否
を
検
討
し
て
き
た
愛
知
県
の
有

識
者
会
議
（
座
長

・小
島
敏
郎
青
山
学
院
大
学
教

授
）
の
下
部
組
織
で
あ
る
専
門
委
員
会
は
２．
日
、

「
少
な
く
と
も
５
年
以
上
」
の
試
験
開
放
を
提
案
す

る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
有
識
者
会
議
で
の
審
議

を
経
て
、
大
村
秀
章
知
事
に
提
出
さ
れ
る
が
、開
門

調
査
実
施
の
方
向
性
は
踏
襲
さ
れ
る
見
通
し
。

が
回
復
に
向
か
う
可
能
性

が
高
い
と
指
摘
。
塩
水
の

遡
上

（
そ
じ
ょ
う
）
に
よ

り
堰
上
流
で
の
取
水
が
で

き
な
く
な
る
が
、
水
の
利

用
が
堰
建
設
時
の
想
定
を

大
幅
に
下
回

っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
木
曽
川
水
系

な
ど
に
よ
る
代
替
は
可
能

と
の
試
算
を
示
し
た
。

一
方
で
、
塩
水
遡
上
の

実
測
デ
ー
タ
は
な
く
、
堰

を
開
放
し
た
場
合
、
ど
の

程
度
塩
水
が
上
が
る
の
か

は
不
明
と
す
る
。
遡
上
し

て
も
、
農
業
な
ど
に
被
害

が
生
じ
な
い
対
策
を
求
め

て
い
る
。

調
査
の
実
施
に
向
け
て

は
、
国
や
水
資
源
機
構
、

長
良
川
流
域
の
岐
阜
、
三

重
県
の
ほ
か
、
漁
業
関
係

者
や
県
民
が
参
加
し
た
協

議
機
関
の
設
置
も
提
案
す

る
。

報
告
書
は
１
カ
月
間
の

パ

プ

リ

ッ
ク

コ
メ

ン

ト

（
意
見
公
募
）
を
経
て
、

１０
月
末
に
も
有
識
者
会
議

に
提
出
さ
れ
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト
は
県
外
か

ら
も
広
く
募

っ
て
お
り
、

小
島
座
長
は

「
県
と
調
整

の
上
、
要
望
が
あ
れ
ば
岐

阜
や
三
重
な
ど
の
関
係
者

に
対
す
る
説
明
会
を
行
う

こ
と
も
考
え
る
」
と
し
て

い
る
。



運用開始から16年がたつた長良川汀甲堰,
愛知県の有識者会議を暑端として、開門を

あぐる論争は再び火のつく様相をみせてい

る=二重県桑名市          、

「長
良
川
に
明
か
り
が
見
え

て
き
た
」
。
６０
年
に
わ
た
り
、

長
良
川
で
川
漁
を
営
む
羽
島
市

の
大
橋
亮

一
さ
ん
は
感
慨
深

げ
。
６
月
に
は
有
識
者
会
議
に

招
か
れ
、
窮
状
を
訴
え
た
。
「お

ぜ
え

（悪
い
）
川
に
な

っ
た
。

河
口
堰
が
で
き
て
流
速
が
な
く

な
り
、
洪
水
の
時
だ
け

一
気
に

流
れ
る
か
ら
、
川
底
は
砂
は
っ

か
。
鮎
の
食
う
あ
か

（藻
）
も

な
い
し
、
卵
を
産
む
場
所
も
な

い
」
と
。
今
回
、
積
年
の
思
い

が
初
め
て
、
行
政
側
に
正
面
か

ら
受
け
止
め
ら
れ
た
気
が
し
て

大
村

秀
章
愛
知
県
知
事
、
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
が

２
月
の
選
挙
で
長
良
川
河
口
堰
の
開
門
調
査
を
共

同
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
。
有
識
者
会
議
は
６

運
用
開
始
か
ら
１６
年
が
経
過
し
た
長
良
川
河
口

堰

（ぜ
き
）
＝
二
重
県
桑
名
市
＝
の
開
門
調
査
の

是
非
を
審
議
す
る
愛
知
県
の
有
識
者
会
議
が
今
秋

中
に
も
、
長
期
の
調
査
実
施
を
大
村
秀
章
愛
知
県

知
事
に
提
言
す
る
見
通
し
が
強
ま
っ
た
。
開
門
を

求
め
続
け
る
環
境
団
体
や
漁
業
者
に
対
し
、
国
や

事
業
者
の
水
資
源
機
構
は
塩
害

へ
の
懸
念
を
理
由

に
常
時
の
開
門
を
拒
み
、
岐
阜
県
な
ど
関
係
自
治

体
も
こ
れ
に
追
従
し
て
き
た
。
大
村
知
事
の
委
嘱

を
受
け
た
有
識
者
会
議
の
提
言
は
平
行
線
の
河
口

堰
論
争
に

一
石
を
投
じ
る
。
長
良
川
全
長
の
約
９

割
が
流
れ
る
岐
阜
県
に
と

っ
て
人
ご
と
で
は
な

く
、
実
現
へ
の
期
待
と
塩
害
発
生
を
不
安
視
す
る

声
が
交
錯
し
て
い
る
。

（
西
山
歩
）

長年の念願

塩害に懸念

醍
娯　
　
　
辱ナ
鞣
霧

一

疏
　

　

　

　

　

霙

一

劉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳薇碗

琳融な難熙昧嗜Ｍ疏宅する。現在、パブリックコメ い
る
。
「河
口
堰
を
開
け
れ
ば
、

川
は
戻
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

ダ
ム
の
な
い
川
は
そ
う
多
く
な

い
。
日
本
の
宝
と
し
て
長
良
川

を
助
け
て
や

っ
て
ほ
し
い
」
と

切
に
願
う
。

河
口
堰
反
対
の
立
場
を
と
る

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
の
富
樫

幸

一
教
授
は
有
識
者
会
議
設
置

そ
の
も
の
を

「画
期
的
」
と
評

価
す
る
。
「
こ
れ
ま
で
河
口
堰

に
つ
い
て
、
国
と
関
係
者
が
対

等
な
立
場
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
場
が
な
か
っ
た
。
結
論

に
は
さ
ら
に
議
論
が
必
要
だ

が
、
傍
聴
者
や
市
民
も
意
見
を

出
す
機
会
が
設
け
ら
れ
、
オ
ー

プ
ン
に
議
論
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
大
き
い
」
と
話
す
。

一
方
で
、
塩
害
が
死
活
問
題

と
な
る
農
業
者
は
強
く
反
発
す

る
。
堰
の
す
ぐ
上
流
の
海
津
市

に
あ
る
福
江
営
農
の
後
藤
昌
宏

社
長
は

「河
口
堰
が
あ
る
か
ら

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
。
開

門
に
よ

っ
て
塩
害
が
起
き
た

り
、
農
業
に
必
要
な
水
が
制
限

さ
れ
な
い
か
心
配
。
塩
害
が
起

き
た
場
合
、
誰
が
補
償
し
て
く

れ
る
の
か
」
と
憤
る
。
報
告
書

案
で
は
開
門
時
の
塩
水
遡
上

（そ
じ
ょ
う
）
の
程
度
は

「分

か
ら
な
い
の
が
実
情
」
と
す
る
。

河
口
堰
建
設
以
前
、
塩
水
の
せ

き
止
め
に
効
果
が
あ

っ
た
と
さ

れ
る
マ
ウ
ン
ド
（
土
の
堆
積
部
）

が
近
年
再
び
形
成
さ
れ
、
遡
上

の
可
能
性
は
低
い
と
の
見
方
も

あ
る
が
、
専
門
委
員
を
務
め
る

岐
阜
大
学
の
藤
田
裕

一
郎
流
域

圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は

「河
道
は
堰
建
設
前
よ
り
か
な

り
切
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
塩

水
が
マ
ウ
ン
ド
で
止
ま
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

た
だ
、
有
識
者
会
議
が
開
門

調
査
を
提
言
し
て
も
、
実
現

へ

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
報
告
書

案
で
は
関
係
者
に
よ
る
協
議
機

関
の
設
置
を
提
案
す
る
が
、
調

査
実
施
を
前
提
に
置
い
た
と
も

と
れ
る
議
論
の
進
め
方
に
、
岐

阜
、
二
重
県
の
反
応
は
冷
や
や

か
。
海
津
市
の
松
永
清
彦
市
長

は

「
一
つ
の
市
や
県
が
突
出
し

て
進
め
る
べ
き
話
で
は
な
い
。

関
係
者
に
対
す
る
説
明
を
し
っ

か
り
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
批

判
。
岐
阜
県
議
会
は
河
口
堰
の

「潮
止
め
堰
」
と
し
て
の
役
割

を
重
視
し
、
適
切
な
運
用
を
求

め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

古
田
肇
知
事
は

「他
県
の
報

告
書
案
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
は

差
し
控
え
た
い
」
と
静
観
の
構

え
を
み
せ
る
。
し
か
し
、
岐
阜

県
で
は
昨
年
、
長
良
川
を
舞
台

に
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

が
開
か
れ
、
来
年
は

「清
流
」

国
体
も
実
施
さ
れ
る
。
「
清
流

の
国
づ
く
り
」
は
古
田
県
政
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
つ
。
そ
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
長
良
川
の
行

く
末
を
握
る
河
口
堰
問
題
が
再

燃
し
つ
つ
あ
る
今
、
県
に
は
当

事
者
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に

議
論
の
場
を
創
出
す
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
。
　

．

「清
流
」の
未
来
へ
熟
議
不
可
欠
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岐阜新聞★ 内ヶ谷ダム「再検証」 2011.09.28

・・・岐阜県「継続」報告へ

９月２７日、古田・岐阜県知事は内ヶ谷ダム計画の継

続方針を正式に表明した。昨年１０月に内ヶ谷ダムを「再

検証」の対象にする、としたときからの既定方針だったの

だ。改めて 「再検証」とは一体何なのだ？と鼻白む。、

３～４億円かけて「環境対策を講じる」と言うが、環境

に関する黒塗り開示（＝事実上の不開示）は、９ヶ月経っ

た今でもまだ是正されていない。 情報公開もしないで「環

境対策を講じる」もないだろうに。

2027「継続」としながらもダム完成予定は平成３９年（

年）である。これでは「長良川の治水対策は放棄した」と

言っているに等しい。環境に大きな害をもたらし、しかも

膨大な投資を要しながら治水効果が際めて限定的な「ダム

に頼る治水」はもうやめるべきだ。

９月２８日の岐阜県議会本会議の質疑によれば、岐阜県

は内ヶ谷ダムを発電に利用するように中部電力に申し入れ

るのだそうだ。中部電力側からすれば「ダム建設費は負担

しない、発電所や送電設備への投資に補助金などの優遇措

置を講じる」ということであればオイシイ話であろう。

ダムを作ることによる大きな損失（生態系サービスの喪

失）に頬被りして「クリーンなエネルギー」を前面に出す

・・・新たな「ダムは良いこと」宣伝作戦なのか？

内ヶ谷ダムはいらない！

長らくご愛読頂いた「やめよ！徳山ダム」は次号（２０１２年初

頭に発行）をもって無期休刊とさせて頂きます。

これまで皆様から頂いた会費・カンパ等は、① 「徳山ダム建

設中止を求める会」の活動の記録と保存（ホームページ維持を含

む） ② 木曽川水系連絡導水路に対する運動及び長良川河

口堰開門に向けての運動を担う運動体へのカンパに充てさせて

頂きます。

当会としての活動も、２０１１年末をもって休止としますが、当会

メンバーの活動は終わりません。ブログなどで運動の状況を発信し続けますので今後もご注目下さい。

徳山ダム建設中止を求める会 代表：上田武夫「やめよ！徳山ダム」
http://www.tokuyamadam-chushi.net http://tokuyamad.exblog.jp/公式 HP 事務局長ブログ

編集責任：近藤ゆり子 大垣市田町１－２０－１事務局 〒 503-0875
TEL/FAX Email k-yuriko@octn.jp０５８４－７８－４１１９ ：

00800-7-31632郵便振替：



の
よ

う

に

ヘ
ド

ロ
が

覆

い
、
水
温
が
上
が
る
と
浮

上
し
て
流
れ
て
い
く
。
砂

が
た
ま

っ
て
石
や
浅
瀬
が

一曇
内ケ谷ダム「検討の場 i

計画推進で合意

河 口堰

「開門すれば塩害が起こるた
と話す大橋亮―さん=岐阜鮨
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県
議
会
は
６
日
、
長
良
川
沖
鴎
理
が
塩
害
を
発
生
さ

長良川河口堰の適正運用求め決議

国
の
見
直
し
対
象
に
な
っ
て
い
る
長
良
川
流
域
の
治
水
ダ
ム

「内
ケ
谷
ダ
ム
」

（
郡
上
市
）

に
つ
い
て
、
県
や
流
域
の
関
係
自
治
体
で
つ
く
る

「
検
討
の
場
」
は
二
十
日
、
環
境
対
策
費
の

三
～
四
億
円
を
含
め
て
も
遊
水
地
な
ど
の
代
替
案
よ
り
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
ダ
ム
計
画
の
推

進
で
合
意
し
た
。
今
後
、
古
田
肇
知
事
が
最
終
判
断
し
、
十
月
ご
ろ
に
国
に
報
告
。
本
年
度
中

に
国
の
補
助
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
県
は
二
〇

一
五
年
度
に
本
体
に
着
工
す
る
。

（山
本
真
嗣
）

検
討
の
場
は
六
月
、
ダ

ム
と
、
遊
水
地
や
河
道
改

修
な
ど
の
代
替
案
を
比

較
。
ダ
ム
計
画
を
進
め
る

べ
き
だ
と
す
る
方
針
案
を

作
っ
た
。
だ
が
、
県
の
比

較
で
環
境
へ
の
負
荷
は
ダ

ム
が
最
も
大
き
い
と
さ
れ

た
た
め
、
対
策
を
求
め
る

意
見
が
出
て
い
た
。

県
に
よ
る
と
、
ダ
ム
の

建
設
事
業
費
は
総
額
三
百

費
の
三
～
四
億
円
を
上
乗

せ
し
て
も
、
遊
水
地
や
水

田
貯
留
な
ど
の
事
業
費
四

百
八
十
四
億
，
九
百
九
十

八
億
円
を
大
幅
に
下
回
る

と
い
う
。

環
境
対
策
で
は
ど
凋
辺

に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種

の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
期
と

主
期
を
ず
ら
す
こ
と
や
、

人
工
林
を
間
伐
し
て
餌
を

取
る
空
間
を
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

渓
流
の
魚
は
ダ
ム
上
流
に

移
動
放
流
し
、
貯
水
池
の

水
面
付
近
に
動
物
が
移
動

で
き
る
ス
テ

ッ
プ
を
設
け

る
。
　
　

　

，

徳
山
ダ

ム

（揖
斐
川

町
）
や
建
設
中
の
丹
生
川

ダ
ム

（高
山
市
）
で
同
様

の
対
策
を
実
施
。

「効
果

が
出
て
い
る
」
と
し
て
、

内
ケ
谷
ダ
ム
に
つ
い
て

も
、
環
境

へ
の
負
荷
を
低

減
で
き
る
と
結
論
づ
け

四
十
四
億
円
。
環
境
対
策

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
一〓
〓
〓
〓
〓
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〓
〓
〓
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〓
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〓
〓
〓
〓
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〓
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〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
　
　
ハー
ｌ
　
　
　
　
ｌ‐）

た
。検

討
の
場
に
参
加
す
る

郡
上
、
美
濃
、
関
、
岐
阜

の
各
市
長
は
こ
の
日
ま
で

に
方
針
案
に
同
意
。
郡
上

市

の
日
置

敏

明
市

長

は

「
早
く
確
実
に
洪
水
対
策

を
実
施
す
る
た
め
、
今
回

の
決
定
し
た
方
向
で
着
実

に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

内
ケ
谷
ダ
ム
の
予
定
地

は
長
良
川
支
流
の
亀
尾
島

川
上
流
で
（
総
貯
水
量
千

百
五
十
万
立
方
研
。
事
業

進
ち

ょ
く
率
は
５２
％
で
ヽ

一
〇
年
度
末
ま
で
に
付
け

替
え
道
路
の
建
設
な
ど
に

百
七
十
九
億
円
が
使
わ
れ

て
い
る
。

2011.08.31 中日新聞

2011.09.29 中日新聞

県
側
中
電
に
申
し
入
れ
方
針

【内
ケ
谷
ダ
ム
】
二
〇

卜
謳
絆
り
林
肺
％
町
姥
期

ム
「内
ケ
谷
ダ
ム
」
に
つ

い
て
、
金
森
吉
信
県
土

燿
姉
郷
誰
猟
ぽ
謬
“
綱
Ю

塩
水
の
遡
上
を
防
く
た
め
堰
を
認
し
た
，

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
と
河
村
た
か
し
名

古
屋
市
長
が
今
年
２
月
、
開
門
調
査
を
公

約
に
掲
げ
当
選
。
３
県
１
市
で
最
も
建
設

費
を
負
担
す
る
愛
知
県
の
有
識
者
専
門
委

員
会
が
今
月
２‐
日
、
報
告
書
で
５
年
以
上

の
開
門
調
査
実
施
を
求
め
た
。
実
施
に
は

岐
阜
、
二
重
両
県
や
農
業
関
係
者
な
ど
多

く
の
同
意
が
必
要
で
、
早
期
実
現
は
難
航

が
予
想
さ
れ
る
。

せ
な
い
よ
う
適
正
運
用
を
求
め
る
決
議
を
可
決
し
た
「

県
政
自
民
ク
ラ
ブ
が
提
案
し
、
民
主
、
公
明
も
賛
成
し

瞼
脳

摯

設

謝
多
覇

幣

紳
鱚

鍾

喘

河

決
議
案
は
、
河
口
堰
上
流
に
塩
水
が
浸
入
す
る
と
海

津
市
の
高
須
輪
中
な
ど
広
範
囲
で
塩
害
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
指
摘
。
塩
害
を
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
前

県
議
会
が
可
決
、
長
期
開
門
調
査
を
牽
制

提
で
、
堰
の
建
設
目
的
に
沿

っ
た
適
正
な
運
用
が
さ
れ

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

県
議
会
は
同
日
、
総
額
約
１
７
３
億
円
の
補
正
予
算

案
な
ど
計
３．
議
案
を
可
決

ｏ
承
認
し
て
閉
会
し
た
。

古
田
肇
知
事
は
５
日
に
県
職
員
が
収
賄
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、

「極
め
て
遺
憾
。
厳
正
に
対
処

し
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

う
中
部
電
力
に
申
し
入
れ

る

方

針

を

明

ら
か

に
し

た
。県
と
中
電
は

一
九
八
七

年
ま
で
に
、
同
ダ
ム
で
の

水

力
発

電
を

協

議

し

た

が
、
発
電
施
設
な
ど
が
高

額
で
採
算
が
合
わ
な
い
と

し
て
、
断
念
し
た
。

今
は
以
前
よ
り
も
経
費

ぃ
は
Ｘ
車
ネ っ
灰
紫
闊
ど
鬱

及
さ
せ
る
た
め
に
、
中
電

に
採
算
性
な
ど
を
再
検
討

し
て
も
ら
う
。
実
現
す
れ

ば
発
電
量
は
五
百
聴
で
、

一
般
家
庭
千
戸
分
程
度
を

ま
か
な
え
る
。

2011.10.07朝 日新聞



(第3種二肘更物認可)聞

長
良
川
河
口
展

（
二
重
県
桑
名
市
）
を
め
ぐ
り
、
愛
知
県
の
専
門
委
員

一
金
の
受
け
取
り
も

会
が
長
期
の
開
門
調
査
を
・求
め
た
こ
と
で
、
建
設
か
ら
十
六
年
に
し
て
初

一
ん
↑
し
は

「や
ぁ

め
て
常
時
開
門
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。　
一
貫
し
て
開
門
を
求
め
、
補
償

一
議
論
を
見
守

っ
て

大
橋
さ
ん
は
祖
父
か
ら
　
　
　
　
　
な
く
な
り
、
ア
ユ
は
い
な

下
に
落
ち
込
ん
だ
。

ａ生きび剖た．ｏｍ剛川　り′「　彫脱ヶ在＆ｏ‐れの優静
ぜ′↑却ろしくれ願げし

れ〓軒矩ツロキ報で４噺ｍ　一”勇一　』^
理震たユ̈
鰤」け
購財汁ぽ”許傘朋ビ理

穆げ「“〓知滓”い様　一一“　師警』降つ年れ竃”｝“
刹″げ一Ｍい詢けは節

チ

ョ
ボ
ン
と
い
う
音
が
聞

こ
え
た
。
本
当
に
い
い
川

や

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

だ
が
、
堰
の
建
設
後
、

少
し
の
渇
水
で
川
の
流
れ

が
な
く
な
り
、
よ
ど
む
よ

う
に
。
川
底
を
青
い
絨
毯

の
よ

う

に

ヘ
ド

ロ
が

覆

い
、
水
温
が
上
が
る
と
浮

上
し
て
流
れ
て
い
く
。
砂

が
た
ま

っ
て
石
や
浅
瀬
が

話

圏
目
縣
Ш
Ш
膳
旧
一　
国
と
愛
知
、
岐
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阜
、
二
重
県
、
名
古
屋
市
が
河

　̈
口
か
ら
５

ｏ
４

ロ
キ
地
点
の
二
重

県
桑
名
市
に
１
４
９
８
億
円
を

か
け
て
建
設
、
１
９
９
５
年
に
本
格
運
用

を
開
始
し
た
。
洪
水
を
防
ぐ
た
め
河
床
を

浚
渫

（し
ゅ
ん
せ
つ
）
し
た
の
に
伴
い
、

塩
水
の
遡
上
を
防
ぐ
た
め
堰
を
設
け
た
。

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
と
河
村
た
か
し
名

古
屋
市
長
が
今
年
２
月
、
開
門
調
査
を
公

約
に
掲
げ
当
選
。
３
県
１
市
で
最
も
建
設

費
を
負
担
す
る
愛
知
県
の
有
識
者
専
門
委

員
会
が
今
月
２‐
日
、
報
告
書
で
５
年
以
上

の
開
門
調
査
実
施
を
求
め
た
。
実
施
に
は

岐
阜
、
二
重
両
県
や
農
業
関
係
者
な
ど
多

く
の
同
意
が
必
要
で
、
早
期
実
現
は
難
航

が
予
想
さ
れ
る
。

三
代
続
く
川
漁
師
。
小
学
　
　
　
　
　
く
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
「お
ぜ
え

（
ひ
ど
い
）
　

「補
償
金
を
も
ら
っ
た
く

　

〈
「
は
亡
き
漁
協
の
前
組

　

十
ヽ
町
」

　

罐
つ ぇ
ａ
軌
い
な ヵ、
デ
、
ぃ
杜

校
を
出
る
と
す
ぐ
漁
を
始
　
　
　
　
　
　
網
を
入
れ
て
も
す
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